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頑張る人達とあなたへ声援を届ける医療と健康のフリーマガジン ご自由にお持ちください
C

ontents   

な
で
し
こ
チ
ア
ー
ズ

携
帯
電
話・ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
用
に
つ
い
て

ク
ラ
ウ
ド
ファ
ン
ディ
ン
グ
の
実
施
決
定

救
急
車
購
入
を
目
指
し
て

済
生
会
令
和
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
!

2
0
2
5
年
度 

入
退
職
医
師
の
ご
案
内

I
C
U（
集
中
治
療
室
）で

患
者
さ
ん
と
ご
家
族
へ
寄
り
添
う
ケ
ア

今
月
の
レ
シ
ピ 

中
華
五
目
粥

登
録
医
訪
問 

ま
さ
ご
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク（
西
区
）

職
場
訪
問 

総
務
課

C
over&
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い
の
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学
技
士
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工
学
技
士



当院における「臨床工学室」の主な業務

医療機器管理

人工呼吸器 心臓カテーテル検査・
カテーテルアブレーション

ペースメーカー

人工心肺

ラジオ波焼灼療法

ステントグラフト
内挿術介助

透析・血液浄化

在籍する臨床工学技士はそれぞれ、手術室・人工透析室・
心臓カテーテル検査室・集中治療室・ME センター・一
般病棟など、さまざまな部署で活躍しています。

「
い
の
ち
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
」と
も

呼
ば
れ
る
臨
床
工
学
技
士
。

現
代
の
医
療
現
場
に
欠
か
せ
な
い

高
度
で
多
種
多
様
な
医
療
機
器
を
熟
知
し

い
か
な
る
場
面
で
も
安
全
に
動
か
せ
る
よ
う

管
理
・
修
理
・
保
守
点
検
を
行
い
ま
す
。

知
る
機
会
の
少
な
い

そ
の
仕
事
の
全
貌
に
つ
い
て

5
名
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
に
伺
い
ま
し
た
。

臨床工学技士／ Clinical Engineer

近藤 恭子 KONDO Kyoko
臨床工学室 室長　
坂井 伸行 SAKAI Nobuyuki 長谷川 伊織 HASEGAWA Iori

い
の
ち
の
エ
ン
ジ
ニ
ア

	
　

臨
床
工
学
技
士
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臨
床
工
学
技
士

臨床工学技士／ Clinical Engineer

臨
床
工
学
技
士
法
が
改
正

広
が
る
活
躍
の
場

――
臨
床
工
学
技
士
の
業
務
と
は
？

坂
井
室
長　

医
師
や
看
護
師
な
ど
と

協
力
し
、
人
工
心
肺
装
置
や
人
工
呼
吸

器
、
人
工
透
析
装
置
と
い
っ
た
生
命
維

持
管
理
装
置
な
ど
の
医
療
機
器
を
適

正
に
管
理
・
操
作
を
行
う
医
療
技
術
専

門
職
で
す
。

阿
部　

私
た
ち
の
業
務
は
、
臨
床
工
学

技
士
法
に
よ
っ
て
そ
の
範
囲
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。技
師
免
許
を
も
っ
て
ど
の

よ
う
な
業
務
を
行
い
、
ど
の
よ
う
な
権

限
が
あ
る
か
を
明
確
に
規
定
さ
れ
た

も
の
で
、
資
格
の
取
得
要
件
や
業
務
範

囲
・
倫
理
規
定
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。

医
療
系
の
国
家
資
格
で
は
、
他
の
資
格

保
有
者
が
そ
れ
以
外
の
業
務
範
囲
を
超

え
て
業
務
を
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う

こ
と
を
法
律
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
が
患
者
さ
ん
の
安
全
や
医
療

の
質
を
保
つ
た
め
の
基
準
と
な
っ
て
い

る
の
で
す
。

　

2
0
2
1
年
の
法
改
正
に
よ
り
、
臨

床
工
学
技
士
が
対
応
で
き
る
業
務
範
囲

が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。と
は
い
え
、私
た

ち
の
業
務
内
容
が
格
段
に
変
わ
っ
た
と

い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

――
臨
床
工
学
技
士
法
の

改
正
に
よ
っ
て
変
わ
っ
た
こ
と
は
？

坂
井　

医
師
の
働
き
方
改
革
の
推
進
に

よ
り
、
法
令
の
改
正
に
よ
っ
て
、
臨
床
工

学
技
士
の
新
た
な
業
務
範
囲
が
追
加

さ
れ
ま
し
た
。も
ち
ろ
ん
当
院
の
臨
床

工
学
技
士
も
厚
生
労
働
大
臣
指
定
に

よ
る
告
示
研
修
を
受
け
て
、
認
定
要
件

を
満
た
し
て
い
ま
す
。

――
告
示
研
修
と
は
？

坂
井　

法
改
正
に
よ
り
専
門
業
務
を
よ

り
補
完
し
、
免
許
の
要
件
を
1
0
0
%

に
満
た
す
た
め
の
研
修
で
す
。

阿
部　

基
礎
と
実
技
の
研
修
が
あ
り
、

後
者
は
東
京
で
2
日
間
行
わ
れ
ま
す
。

ま
ず
基
礎
知
識
を
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
※

で
、

お
よ
そ
20
時
間
を
確
保
し
つ
つ
習
得

し
、そ
の
後
、実
技
研
修
に
臨
み
ま
す
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
経
由
し
、
パ
ソ
コ
ン
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の
端
末

を
使
用
し
て
学
習
す
る
こ
と
。

番場 香織 BANBA Kaori 阿部 健太 ABE Kenta
臨床工学室 室長　
坂井 伸行 SAKAI Nobuyuki
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臨床工学技士／ Clinical Engineer

極
的
に
告
示
研
修
に
参
加
し
、
認
定
要

件
を
満
た
し
て
い
く
予
定
で
す
。

困
っ
た
時
は
手
を
差
し
伸
べ
る

緊
急
時
に
強
い
チ
ー
ム
体
制

――
救
急
拠
点
病
院
に

選
定
さ
れ
た
こ
と
で
の
変
化
は
？

坂
井　

臨
床
工
学
技
士
法
の
改
正
は
、

「
今
あ
る
業
務
を
し
っ
か
り
と
や
っ
て

い
こ
う
」と
い
う
チ
ー
ム
の
士
気
を
高

め
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。そ
の

後
、
救
急
拠
点
病
院
と
な
っ
た
こ
と
で
、

だ
い
ぶ
業
務
に
変
化
が
あ
り
ま
し
た
が

チ
ー
ム
の
団
結
力
が
一
層
高
ま
っ
た
よ

う
に
感
じ
ま
す
。救
急
搬
送
が
増
え
た

こ
と
に
よ
り
、
私
た
ち
臨
床
工
学
技
士

が
、
以
前
よ
り
手
術
や
処
置
な
ど
に
出

向
く
場
面
も
増
え
ま
し
た
。

――
臨
床
工
学
技
士
の
皆
さ
ん
は

ど
の
部
署
で
業
務
を
し
て
い
ま
す
か
？

坂
井　

人
工
透
析
室
・
手
術
室
・
心
臓
カ

テ
ー
テ
ル
検
査
室
・
集
中
治
療
室
・
機
器

管
理
を
行
う
M
E
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
が
日
々
、別
の
部
門
に
配
置
さ
れ

る
場
合
も
あ
り
、
さ
ら
に
数
ヵ
所
を
兼

任
す
る
こ
と
も
あ
る
勤
務
体
制
で
す
。

番
場　

本
日
で
す
と
、
私
は
透
析
室
業

務
に
当
た
っ
て
い
ま
し
た
。緊
急
手
術

な
ど
も
増
え
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
は

困
難
で
あ
る
と
想
像
し
ま
す
が
、
坂
井

室
長
の
調
整
に
よ
り
、
ス
ム
ー
ズ
に
対

応
で
き
て
い
ま
す
。

坂
井　

例
え
ば
午
前
中
は
人
工

呼
吸
器
の
保
守
点
検
、
M
E
セ

ン
タ
ー
で
の
機
器
管
理
。午
後
か

ら
は
ラ
ジ
オ
波
焼
灼
術
の
業
務

を
担
当
す
る
と
い
う
日
も
あ
り

ま
す
。緊
急
手
術
が
入
れ
ば
、
そ

ち
ら
を
急
遽
、担
当
し
て
も
ら
っ

た
り
し
ま
す
。ま
た
人
工
透
析
室

で
は
、透
析
を
行
う
た
め
に
必
要

な
透
析
液
の
供
給
準
備
や
透
析

患
者
さ
ん
の
状
態
・
愁し
ゅ
う
そ訴

※

な
ど

が
な
い
か
を
確
認
す
る
な
ど
多

岐
に
わ
た
り
ま
す
。手
が
足
り

な
い
時
に
は
、
自
然
と
各
自
が

駆
け
寄
る
心
強
い
チ
ー
ム
で
す
。

※
患
者
さ
ん
の
自
覚
的
訴
え
の
こ
と
。

身
近
に
活
躍
す
る

医
療
機
器
専
門
家
た
ち

――
臨
床
工
学
室
の
強
み
は
？

阿
部　

医
師
と
密
接
に
関
わ
る

機
会
が
多
い
仕
事
な
の
で
、信
頼

さ
れ
る
よ
う
に
み
ん
な
が
日
々

勉
強
し
て
い
る
こ
と
が
、
強
み
の

一
つ
で
す
。医
師
が
何
を
考
え
、

次
に
何
を
し
よ
う
と
し
て
い
る

の
か
を
理
解
で
き
て
い
な
け
れ

ば
、
大
事
な
場
面
で
同
じ
方
向

を
向
け
ま
せ
ん
。

長
谷
川　

病
院
と
い
う
も
の
は

経
費
を
抑
え
つ
つ
、
質
の
高
い
医

――
告
示
研
修
を
受
講
す
る
上
で

苦
労
さ
れ
た
こ
と
は
？

坂
井　

法
改
正
さ
れ
た
2
0
2
1
年

当
時
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
県
外
へ
の
往

来
を
自
粛
し
て
い
た
た
め
、
実
技
研
修

会
場
へ
行
く
こ
と
す
ら
ま
ま
な
ら
ず
、

研
修
を
受
け
た
く
て
も
受
け
ら
れ
な
い

歯
が
ゆ
い
状
況
が
続
き
ま
し
た
。よ
う

や
く
受
講
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は

2
0
2
2
年
の
年
末
で
し
た
。

　

今
年
度
は
新
卒
者
が
1
名
、
既
卒
者

2
名
の
合
計
3
名
が
臨
床
工
学
室
に
新

た
に
入
職
し
ま
す
。た
だ
し
、各
教
育
機

関
な
ど
で
新
法
が
反
映
さ
れ
た
新
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
が
導
入
さ
れ
る
の
は
、
今

年
度
か
ら
と
な
る
た
め
、
引
き
続
き
積

手術室で、機器の操作や医師業務の協力を行う心臓カテー
テル関連業務の様子。

心臓カテーテル検査・
カテーテルアブレーション

透析・血液浄化

人工透析装置への血液回路のセッティングや、患者さんへ
の穿

せ ん し

刺、透析中の患者さんのバイタル確認などを行う透析・
血液浄化療法業務。
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臨
床
工
学
技
士

ま
す
。い
ろ
ん
な
知
識
を
持
っ
て
い
る
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
糸
口
が
見
つ
か

り
や
す
い
と
感
じ
る
こ
と
は
確
か
に
あ

り
ま
す
ね
。

――
女
性
臨
床
工
学
技
士
の

皆
さ
ん
が
考
え
る
強
み
と
は
？

番
場　

坂
井
室
長
が
仰
っ
て
い
た
よ
う

に
、
常
に
お
互
い
を
気
に
か
け
、
協
力
し

合
う
環
境
が
臨
床
工
学
室
に
は
あ
り
ま

す
。他
所
の
業
務
は
う
ま
く
い
っ
て
い
る

か
な
、
人
数
は
足
り
て
い
る
か
な
と
、
自

然
と
気
を
配
る
よ
う
に
な
り
、
業
務
状

況
を
伝
え
合
え
る
頼
も
し
い
部
署
で
す
。

近
藤　

周
囲
が
常
に
話
を
聞
い
て
く
れ

る
姿
勢
に
い
つ
も
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

何
か
問
題
が
起
き
た
り
、
心
が

モ
ヤ
モ
ヤ
し
た
時
は
み
ん
な
に

話
を
聞
い
も
ら
い
ま
す
。い
つ
で

も
安
心
し
て
相
談
で
き
る
素
晴

ら
し
い
環
境
で
す
。

――
読
者
へメ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
願
い
し
ま
す

阿
部　

医
療
現
場
の
底
力
と
し

て
、私
た
ち
臨
床
工
学
技
士
が
い

ま
す
。あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い

職
種
で
す
が
、「
そ
ん
な
重
要
な

仕
事
が
あ
る
ん
だ
！
」と
今
回
の

特
集
を
通
し
て
知
っ
て
い
た
だ

け
た
ら
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

 

（
聞
き
手  

松
永 

春
香
）

療
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。そ
ん
な
中
、
私
た
ち
臨
床
工
学
室

は
意
外
に
も
コ
ス
ト
削
減
に
も
関
わ
る

部
門
。臨
床
工
学
技
士
が
取
り
扱
う
高

価
で
繊
細
な
医
療
機
器
は
、
取
り
扱
い

方
を
誤
る
と
す
ぐ
に
壊
れ
、
高
額
な
修

理
費
用
が
発
生
し
う
る
リ
ス
ク
が
あ

り
ま
す
。看
護
師
の
皆
さ
ん
が
患
者
さ

ん
の
ケ
ア
に
細
心
の
注
意
を
払
う
よ
う

に
、
私
た
ち
は
機
器
の
保
守
点
検
に
も

日
々
目
を
光
ら
せ
、
コ
ス
ト
削
減
意
識

を
高
く
持
っ
て
い
る
こ
と
は
強
み
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。

坂
井　

病
院
の
規
模
か
ら
見
れ
ば
、
現

在
11
名（
3
月
上
旬
取
材
時
）と
少
人

数
で
は
あ
り
ま
す
が
、、
各
自
が
向
学

心
に
あ
ふ
れ
、
お
互
い
に
協
力
し
て
い

こ
う
と
い
う
想
い
が
強
い
の
で
、
バ
ラ
ン

ス
が
取
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

――
医
療
機
器
の
安
全
確
保
と

有
効
性
維
持
の
た
め
の
対
策
は
？

長
谷
川　

機
器
の
修
理
や
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
に
必
要
な
技
術
を
、
メ
ー
カ
ー
主
催

の
講
習
会
な
ど
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受

け
る
こ
と
も
業
務
の
一
つ
で
す
。日
常
点

検
か
ら
年
単
位
の
定
期
点
検
を
行
い
、

安
全
性
を
担
保
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ら

は
非
常
に
時
間
が
か
か
り
大
変
で
す

が
、自
信
を
持
っ
て
、安
全
が
担
保
さ
れ

た
医
療
機
器
で
患
者
さ
ん
の
治
療
を
行

え
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

近
藤　

長
谷
川
さ
ん
は
職
人
並
み
の
技

術
を
持
っ
て
い
ま
す
か
ら
ね（
笑
）。

長
谷
川　

D
I
Y
が
趣
味
で
も
あ
る

の
で
、家
や
船
・
車
の
修
理
も
し
て
い
ま

す
。臨
床
工
学
技
士
の
仕
事
は
幅
広
い

の
で
、そ
の
知
識
が
仕
事
以
外
で
役
立
つ

こ
と
が
あ
り
ま
す
ね
。

――
患
者
さ
ん
と
の
会
話
も

盛
り
上
が
り
そ
う
で
す
ね

坂
井　

臨
床
工
学
技
士
は
患
者
さ
ん

や
医
療
ス
タ
ッ
フ
と
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
る
場
面
が
た
く
さ
ん
あ
り

医療機器の定期点検や消耗部品の補填・交換、故障した時の
修理を行う医療機器管理業務。

医療機器管理

医療の進歩、医療機器の高度化が進むほどに高まる臨床工学
技士のニーズ。医学と工学の知識を兼ね備えた臨床工学技士
の技術は、医療現場にとって必要不可欠です。
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● 1 食分の栄養価

エネルギー 299kcal

たんぱく質 12.4g

脂　質 0.7g

炭水化物 57.9g

塩　分 0.7g

クックパッドに公
開しているレシピ
を 台 所 で どうぞ

❶ ご飯と水を鍋に入れ、好みの硬さになるまで弱火で煮込む
❷ ❶に、ほたて・鶏がらスープの素を入れる
❸ ★の食材を小さめの色紙切りにし、別の鍋

でさっと茹でる
❹ ❷の鍋に❸を入れ、やわらかくなるまで煮

込む
❺ お好みでねぎ油をかけて召し上がれ

aCaring*Recipe

管
理

栄
養

士のいたわり

レ
シ

ピ

「サルコペニア」とは、加齢による筋力量の減少または、身体機能の
低下のことを指します。加齢以外にも食欲の減退によるカロリー不足・
栄養不足や、運動量が減少して発生することもあります。サルコペニ
ア予防には、肉類や魚類・乳製品・卵・大豆などたんぱく質以外にも
炭水化物や脂質など、その他の栄養素もバランス良く摂ることが大切
です。さらっと食べやすく、栄養も摂れる中華粥のレシピをご紹介！

〈ねぎ油の作り方〉
❻ 玉ねぎは 1cm 程度のスライスに、長ねぎは

3cm 程度の長さに切る
❼ フライパンに材料を入れ火にかける
❽ 玉ねぎと長ねぎがきつね色になったら、火

を止め、粗熱を取り、濾したらできあがり

つくり方

栄養科監修／石井 美桜（管理栄養士）
小野 洋介（調理師）

ポイント

日本最大の料理レシピサイト「クックパッド」にレシピを公開しています。栄養科による健康レシピのバック
ナンバーは、当院のホームページ「広報誌･ パンフレット」のページからダウンロードすることができます。

■胃腸の調子が悪い時や、風邪を引いたとき
にもオススメです。

■沸騰しないようにコトコト煮るのがおいし
いポイントです。

■ねぎ油ではなく、ごま油を加えるのもオス
スメです。

❸

❽

クックパッド　さいせいかいにいがた

中華五目粥
サルコペニア予防に

ご飯……………………………… 150g
水………………………………… 350ml
鶏がらスープの素…………… 小さじ1
ほたて（缶詰でも可）……………… 2粒
　　★ むきえび ………………… 2尾
　　★ ささみ …………………… 30g
　　★ たけのこ ………………… 10g
　　★ しいたけ ………………… 10g
　　★ きぬさや ………………… 2枚

〈ねぎ油〉
長ねぎ………… 半分（青い部分を含む）
玉ねぎ……………………………… 半分
サラダ油…………………………… 適量

材料〈 2人分 〉

ねぎ油は

炒め物などにも

使えて便利です
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手術室／集中治療室／新生児室

人工透析室／各種検査室／全ての診察室

外来待合フロア（待合椅子）／病室（多床室）

エレベーター内

※メールや WEB 閲覧は可能ですがマナーを守ってご使用ください

※医師等の許可がある場合はこの限りではありません

通話禁止エリア

左記以外の場所

院内公衆電話のボックス内

風除室

病棟デイルーム／一部の病室（1 人部屋）など

※混雑した場所でのご使用はお控えください

通話可能エリア

マナーモードに
設定しましょう

カメラ機能の使用は
ご遠慮ください

大声や長電話は
周囲の迷惑となります

歩きながらのスマホ操作は
お控えください

　当院では、患者さん及び来院される方の利便性を図るため、一定のルールのもとで携帯電話の使用制限を緩
和しています。携帯電話・スマートフォンの使用に際しましては、マナーを守り周囲の迷惑にならないようご使用
ください。みなさまのご協力をお願い申し上げます。

Attention

携帯電話・スマートフォンの使用について
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クラウドファンディングの実施決定  救急車購入を目指して

　当院が保有する救急車は、現在「D
ディーマット

MATカー」として活躍してい
ます。新型コロナウイルス感染症が確認されたダイヤモンドプリ
ンセス号への派遣や、昨年発生した能登半島地震被災地での支
援活動など、DMAT 隊員の足として使われてきました。全国各地
を巡るため、走行距離は 26 万キロに達し、さすがに老朽化が著し
く限界に近づいてきています。
　このような中、2023 年 5 月、新潟県医師会が主体となった選
定委員会により、新潟市における新救急拠点病院に当院が選ば
れました。そして現在は救急患者さんの受入れ増に力を注いでい
るところであり、円滑な入退院調整に向けて、救急車を下り搬送※

に活用することも検討しています。
　こうした老朽化の現状と今後の利用増見込みのため、救急車
の更新は避けて通れず、この度クラウドファンディングに挑戦する
こととしました。実施期間は 4 月21日（月）から7 月18日（金）まで
となります。成功に向けて一生懸命取り組んでまいりますので、皆
様方のご理解と、温かいご支援をよろしくお願いいたします。

※下り搬送とは、当院から他の医療機関等へ
入院患者さんを転院搬送することを言います。

Crowdfunding

クラウドファンディングとは
インターネットを利用して、不特定多数の賛同してくださった
方々から資金を調達する仕組みのことです。

4
21

7
18月 金

クラウドファンディング実施期間

8



2024年度  済生会令和賞を受賞しました!

　この度、当院は 2024 年度済生会令和賞を受賞し、
2 月16日に愛媛県松山市で開催された済生会総会
において、済生会総裁である秋篠宮皇嗣殿下ご臨席
の下、炭谷理事長から賞状と盾を授与されました。
　済生会令和賞とは、患者に対するサービスの向上
や経営の改善、地域に対する貢献等により済生会の
名誉向上に大きく寄与した施設を表彰するもので、
全国 83 の済生会病院の中から令和 6 年度は当院が
選ばれ、大変光栄であり嬉しい出来事でした。
　受賞理由は、当院が令和
5 年 5月に新潟市における
新たな救急拠点病院に選
定され、救急車の受入れ体
制強化に向けて様々な取
組を行う中で、救急車受入
れ台数を大きく伸ばし、逼

ひっ

迫
ぱく

する新潟市内の救急医療に、大きく貢献したことに
よるものです。
　今回の受賞は、職員一丸となって取り組んだことだ
けではなく、当院に関係する皆様のご支援・ご協力が
あってのことであり、心より感謝申し上げます。
　今後も当院の理念である「ともに歩み、支える」を
大切にしながら、救急医療・地域医療に一層貢献で
きるよう努力してまいりますので、ご支援とご協力を引
き続きよろしくお願いいたします。

入職 (2025 年 4 月 )

2025年度 入退職医師のご案内

退職 (2025 年 3 月末 )

耳鼻咽喉科 白木　佑弥
皮膚科 岩井　由樹

消化器内科
夏井　大輝
佐藤　遼

小児科 川﨑　裕介
産婦人科 長谷川　功
整形外科 島垣　朔歩
麻酔科 丸山　由起子
代謝・内分泌内科 橋本　浩平

呼吸器内科
酒井　菜摘
奈良本　駿

泌尿器科 石川　晶子
外　科 佐藤　幸平
眼　科 早川　陽太

耳鼻咽喉科 黒田　直之
皮膚科 鈴木　紗也佳

消化器内科
堀端　祐介
米倉　暢拓

小児科 熊倉　俊一

産婦人科
齊藤　朋子
富田　悠太郎

整形外科 平野　貴文 寺尾　直也
循環器内科 黒川　孝国
麻酔科 江村　美紗 日比野　亜也香
代謝・内分泌内科 田川　真人
呼吸器内科 武田　夏季 渡辺　裕介
泌尿器科 池田　多朗
外　科 竹村　真一
眼　科 庄司　直行

News

Award
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Workplace visit 

院内で頑張るスタッフがずらり

職場訪門

Medical Partners 

医療連携の頼れるパートナー

登録医訪門

私
の
原
動
力

スタッフリレーコラム 医芳人

A8病棟 看護師  
今井 亜純さんに

バトンタッチ
　今井さんは、私が済生会に就
職して一番最初に仲良くなった
同期です。話してみると、面白く
て積 極 性が ある一 面が あって
ギャップがとても魅力的です。
　2 年目もリフレッシュしながら
一緒に頑張りましょう!

ICU（集中治療室）で 

患者さんとご家族へ寄り添うケア

A
3
病
棟 

看
護
師 

古こ

て

ら寺 

七な

な

み望
さ
ん 　

私
の
最
近
の
楽
し
み
は

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
観
戦
で
す
。

　

パ
リ
五
輪
や
ハ
イ
キ
ュ
ー

の
影
響
も
あ
り
、
最
近
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
よ
り
話
題
に
な
っ
て

い
る
印
象
が
あ
り
ま
す
。

　

私
は
以
前
か
ら
男
子
バ
レ
ー
に
興
味
が
あ
っ
て
、
地
上
波
で

放
送
が
あ
る
時
は
よ
く
見
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
去
年
初
め
て

S
V
リ
ー
グ
開
幕
戦
を
現
地
へ
観
に
行
っ
た
の
で
す
が
、
現
地

で
の
試
合
観
戦
が
と
て
も
楽
し
か
っ
た
の
で
、
そ
こ
か
ら
更
に

ハ
マ
り
始
め
ま
し
た
。
最
近
で
は
3
月
に
も
ま
た
東
京
に
試
合

を
観
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

新
潟
県
内
で
は
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
戦
は
行
わ
れ
な
い
の
で
、
他

県
ま
で
行
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
す
が
、
泊
ま
り
が
け
で

観
光
も
か
ね
て
観
戦
に
行
く
と
、
よ
り
良
い
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に

な
り
ま
す
。
今
度
は
日
本
代
表
の
試
合
も
機
会
が
あ
れ
ば
観
に

行
き
た
い
で
す
。

　

奮
闘
す
る
選
手
達
の
姿
に
刺
激
を
受
け
な
が
ら
、
私
も
仕
事

2
年
目
を
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

不安や心配に寄り添うスタッフがいます
　突然の病気や事故により、 集中治療室 (ICU) に入
院となられた患者さんのご家族のご不安、 ご心配はい
かばかりでしょうか。当院では、医師・看護師はもち
ろんのこと、 治療には直接関わらないスタッフ ( 入院
時重症患者対応メディエー
ター ) がお話しをお聴きし、 
支援させていただく体制を整
えております。
　治療の過程で、 ご不安・
ご心配なことがありましたら、
遠慮なくご相談ください。

　当院では、新潟救急拠点病院に選定されたことから、
重 症 患 者 増 加に対 応 するため、2024 年 6 月 1 日より
ICU( 集中治療室 ) 病床を 2 床増床し、6 床で運用を開
始しています。
　ICU へ入室される患者さんは、突然の病気で入院治療
を余儀なくされ、不安を抱えながら高度な治療を受けて
いらっしゃいます。そんな患者さんやご家族に、少しでも
安心した環境で治療に臨んでいただけるよう、看護師は
患者さん２人に対し 1 人を配置し手厚い看護を提供してい
ます。また、入院時重症患者対応メディエーターも関わり、
患者さんやご家族と面談しながら、不安な事や心配事に
対し支援をさせていただいています。
　ICU ではこれからも質の高い医療と、患者さんやご家
族に寄り添うケアを提供していきます。

（A3 病棟師長 阿部 弘子）

次号は
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▲ 木・土曜は13:00 まで※内視鏡検査のみ８:30~※受付終了時間は３０分前

連携医療機関（登録医•病院）からのご紹介•ご予約について

当院の地域医療連携室までご連絡ください。

TEL.025-233-6182〈直通〉   FAX.025-231-5763
※平日8 : 30 ～ 17 : 00（土•日•祝日を除きます）
※患者さんからの予約はお取りしておりませんのでご了承ください。
※登録医訪問に掲載ご希望がございましたら、地域医療連携室までご連絡ください。

労
災
病
院（
現 

県
央
基
幹
病
院
）、

山
形
県
鶴
岡
市
立
荘
内
病
院
、
佐

渡
総
合
病
院
に
勤
務
し
、
そ
の
後
、

関
東
と
北
海
道
で
の
医
療
機
関
勤

務
を
経
て
、
2
0
2
4
年
10
月

11
日
の
開
院
日
か
ら
当
ク
リ
ニ
ッ

ク
で
勤
務
し
て
い
ま
す
。現
状
に

至
っ
た
経
緯
を
お
話
し
し
ま
す
と
、

2
0
0
9
年
～
2
0
1
1
年
度

に
柏
崎
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
で
一

緒
に
勤
務
し
て
い
た
高
橋
祥
史
先

生
に
、
8
年
程
前
か
ら
、
医
師
2
人

体
制
で
の
開
院
の
お
誘
い
を
受
け

て
お
り
ま
し
た
が
、
具
体
的
な
開

院
日
は
未
定
な
状
態
が
続
い
て
お

り
ま
し
た
。し
か
し
2
年
半
前
の

2
0
2
2
年
10
月
に
、
2
0
2
4

年
度
の
開
院
が
決
定
し
た
と
の
報

告
を
受
け
ま
し
て
、現
体
制
で
の
開

院
に
賛
同
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

以
上
、
自
己
紹
介
と
な
り
ま
す

が
、ま
さ
ご
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

総
務
課
で
は
、
職
員
が
業
務
に
専
念

で
き
る
職
場
環
境
を
整
え
、病
院
運
営

が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
に「
縁
の
下

の
力
持
ち
」と
し
て
多
岐
に
わ
た
る
業

務
を
行
っ
て
い
ま
す
。ス
タ
ッ
フ
総
勢

13
名
の
担
当
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
は
庶
務
係
。重
要
な
文
書

の
管
理
に
は
じ
ま
り
、
官
公
庁
へ
の

届
出
や
補
助
金
の
申
請
、
会
議
の
運

営
、
病
院
運
営
に
関
す
る
方
針
の
周

知
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

続
き
ま
し
て
管
財
係
。職
員
が

日
々
使
用
す
る
日
用
品
か
ら
、
患
者

さ
ん
に
使
用
す
る
注
射
器
と
い
っ
た

医
療
材
料
、は
た
ま
た
放
射
線
撮
影

装
置
と
い
っ
た
大
型
の
医
療
機
器
ま

で
様
々
な
物
品
の
購
入
、
建
物
設
備

の
維
持
・
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

次
は
広
報
係
。広
報
誌
の
発
行
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
、
S
N
S

に
よ
る
発
信
を
通
じ
て
、
地
域
の

み
な
さ
ま
に
多
様
な
当
院
の
情
報 総

務
課

Workplace visit 

院内で頑張るスタッフがずらり

職場訪門

Medical Partners 

医療連携の頼れるパートナー

登録医訪門

国立病院機構●
西新潟中央病院様
国立病院機構●
西新潟中央病院様

アピタ新潟西様●アピタ新潟西様●

済生会新潟病院●済生会新潟病院●

小針浜海水浴場小針浜海水浴場

小針駅小針駅寺尾駅寺尾駅

産業道路産業道路

西大通り西大通り

402

青山駅青山駅

↓至 黒埼IC↓至 黒埼IC

●
JA新潟厚生連
新潟医療センター

●
JA新潟厚生連
新潟医療センター

イオン新潟●
青山店様

イオン新潟●
青山店様

新潟亀田内野線新潟亀田内野線

越後線越後線

医師名 高
たかはし

橋 祥
よしふみ

史先生・冨
と み た

田 幸
こ う じ

治先生

住　所 〒950-2074 新潟市西区真砂3-11-6-1

電　話 025-201-7213

を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、医
局
秘
書
や
図
書
室
司
書

は
多
忙
な
医
師
が
診
療
や
研
究
に

専
念
で
き
る
よ
う
、
そ
っ
と
寄
り
添

う
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
保
安
対
策
室
。日
々
の

院
内
巡
回
を
通
じ
て
、
患
者
さ
ん

と
職
員
の
安
心
・
安
全
を
守
っ
て
い

る
頼
も
し
い
存
在
で
す
。

　
一
人
ひ
と
り
、
個
性
あ
ふ
れ
る
ス

タ
ッ
フ
た
ち
が
持
ち
味
を
発
揮
し

つ
つ
、「
信
頼
さ
れ
る
総
務
課
」を
目

指
し
て
、日
夜
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

（
総
務
課 

籏 

康
之
）

内
科
・
消
化
器
内
科
・
循
環
器
内
科

…
…
…
…
…
…
… 

西
区

ま
さ
ご
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
②

診療時間 月 火 水 木 金 土 日祝
9:00 ～ 12:30 ● ● ● ▲ ● ▲ ー
14:30 ～ 18:00 ● ● ● ー ● ー

　

初
め
ま
し
て
。ま
さ
ご
内
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
冨
田
幸
治
と
申
し
ま
す
。

　

当
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
診
療
内
容
に
つ

い
て
は
、
院
長 

消
化
器
内
科 

高
橋

祥
史
先
生
が
先
月
号
に
記
載
い
た

し
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
私
の
自

己
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

私
は
燕
市
出
身
で
、
福
井
医
科

大
学
医
学
部（
現 

福
井
大
学
医
学

部
）を
卒
業
後
、
2
0
0
6
年
4

月
に
医
師
免
許
を
取
得
し
ま
し

た
。そ
の
後
、
循
環
器
内
科
医
と

し
て
、
新
潟
大
学
医
歯
学
総
合
病

院
、
柏
崎
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
、
燕

冨
と み た

田 幸
こ う じ

治先生

高
たかはし

橋 祥
よしふみ

史先生

〈
掲
載
内
容
の
誤
り
に
つ
い
て
〉３
月
号
表
紙
掲
載
の
ク
リ
ニ
ッ

ク
名
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

誤
）ま
さ
ご
皮
ふ
科
ク
リ
ニ
ッ
ク　

正
）ま
さ
ご
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

1111



なでしこチアーズ

こちらも
注目

済生会新潟病院の

 X（旧Twitter）好評稼働中！
エックス

ツ イ ッ タ ー

お客様専用ナビダイヤル ☎0570-009608

当院HPよりバックナンバーもご覧いただけます。

社
会
福
祉
法
人 

恩
賜 

財
団 

済
生
会

　済
生
会
新
潟
病
院

新潟市西区小新5丁目7番21号アピタ新潟西店

毎週火曜日は火曜特売！！
UCSカード・
majica会員さま

年齢確認できるもの（免許証等）をご提示ください。

●60歳以上で、パスポートにご署名されたご本人のみご利用いただけます。
●1枚で毎月ハッピーデー当日のみ、アピタでご利用いただけます。
●対象商品の取り扱いのあるアピタ店舗にてご利用いただけます。一部除外商品がございます。
●修理・加工代・箱代は対象外です。
●他の割引、円引き企画をご利用いただく場合、割引率の高い方での割引となります。

ただ今「新型コロナウィルス感染拡大防止」のため、チラシ・イベント等の予定を変更させていただくことがございます。
詳しくは店内ポスター・ホームページ等でご確認ください。

UCSカード・majicaで全額お支払いください
※一部商品を除きます。※専門店は各店にてご確認ください。
※一部店舗では実施しておりません。

5%OFF
月毎 日 日 日9 19 29

発行手数料

無料

衣料品
（インナー・靴・服飾雑貨含む）

キッチン・リビング用品
（日用消耗品は除外）

寝具
インテリア用品

医薬品
（調剤は除外）

介護用品
（介護オムツは除外）

文具・玩具・ファンシー
（TVゲーム関連は除外）

10%
OFF

毎月 60歳以上の方限定!!日16日・15
＼レジにて／

ハッピー
パスポートの
ご提示で

予防医療センターのご案内
「治療」から「予防」へ　予防医療の実現を目指します

済
生
会
新
潟
病
院
　
広
報
誌 

〈
発
行
人
〉
院
長
　
本
間 

照
〈
発
行
日
〉
二
〇
二
五 
年  

四  

月 

一 

日

な
で
し
こ
チ
ア
ー
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☎025-233-6669（直通）
予防医療センター受付時間	平日9：30 ～ 11：00
お電話でのお問合わせ時間	平日9：00 ～ 16：30

詳しい内容についてはこちらの
QRコードからホームページでご確認ください

●	人間ドック
●	脳ドック	
●	肺ドック
●	生活習慣病予防健診
●	特定健康診査
●	新潟市がん検診
●	個人健診
●	各種単独検査　等

健診
内容

B棟2階 予防医療センター

当院キャラクター

しおちゃん


